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論文内容の要旨
本論文は、プレストレストコンクリート (PC) 構造の耐震性向上を目的として、コンクリート部材の曲げ特性評
価および梁を PC 部材とする PC 骨組構造の地震時応答について研究を行ったものであり、序論、第一部 6 章、第二
部 5 章、および結語に分けて構成されているo
序論では、本研究の背景および目的について述べ、本論文の構成を説明している o
第一部・第 1 章では、鉄筋コンクリート (RC) 柱の曲げ靭性と断面諸要因の関連を断面解析を用いて明らかにし、
RC 柱の必要横拘束補強筋量算定式を提案している。
同・第 2 章では、横拘束補強筋量とコンクリートの圧縮特性の改善程度が RC 柱の終局曲げ耐力に及ぼす影響を断
面解析を用いて明らかにし、精度の良い RC 柱の終局曲げ耐力算定式を提案しているo
同・第 3 章では、 PC 梁の曲げ靭性と断面諸要因の関連を断面解析を用いて明らかにし、 PC 梁の必要横拘束補強
筋量算定式を提案しているo
同・第 4 章では、 PC 鋼材ーグラウト聞の付着劣化程度、 PC 鋼材の配置位置、および部材の変形量が、曲げを受
ける PC 梁断面内の PC 鋼材に発生する応力度に及ぼす影響を明らかにし、その応力度を推定する式を誘導しているo
更に同式を用いた精度の良い PC 梁の終局曲げ耐力算定式を提案しているo
同・第 5 章では、 PC 梁断面内の力の釣合条件から曲げ挙動時の履歴形状を理論的に検討した既往の研究を基に、
断面解析結果に対する考察を加え、応答解析に適用可能な履歴モデルを開発している。
同・第 6 章では、第一部の各章での結論を総括している。
第二部・第 1 章では、 PC 骨組建物を現行設計法に準拠して試設計し、主に設計用応力と部材の終局曲げ耐力の比
較、および静的弾塑性解析から、構造的特徴からみた耐震性について概括的に検討している。
同・第 2 章では、梁降伏先行型の PC 骨組構造の大地震時応答について検討し、梁に配筋される PC 鋼材量が多い
ほど応答量が大きくなり、 PC 鋼材ーグラウト聞の付着程度は応答量に影響を及ぼさないことを示している o
同・第 3 章では、梁降伏先行型の PC 骨組構造の大地震時応答について検討し、 1 階柱脚部での横拘束補強筋量が
通常用いられる最小量以上であれば、その量の多少が応答結果に及ぼす影響は小さいこと、また最も大きな圧縮力を
受ける最外縁コンクリートでも、地震後、圧縮強度の80%以上の耐力を保持できることを示している o







能であるプレストレストコンクリート (PC) 構造が注目を集めているo しかしながら、 PC 構造は比較的新しい構造
形式であること、また地震の殆ど無い欧州で発達した技術である等の理由で、その耐震性に関する研究は鉄筋コンク
リート (RC) 構造の研究に比べ質・量共に乏し L 、。
本論文は、 PC 構造の耐震性向上を目的として行った研究であり、建物の構成要素であるコンクリート構造部材の
終局曲げ耐力と曲げ靭性の評価方法の提案と、 PC 骨組構造建物の構造的特徴からみた耐震性の明確化、および PC
骨組構造建物の地震時応答量についての検討を行っており、その主な成果は以下の通りであるo
(1) RC 柱、 PC 梁の横拘束補強筋量算定式が提案されている。同式では、コンクリート強度等、断面諸条件の必要
横拘束補強筋量に及ぼす影響が考慮されており、 RC 柱、 PC 梁部材に要求する変形能力に応じて、必要となる
横拘束補強筋量を算定することが可能である。
(2) PC 梁の終局曲げ耐力算定式が提案されているo 同式では、式中に用いる PC 鋼材の応力度を部材の変形レベル、
および PC 鋼材ーグラウト問の付着劣化程度等の断面諸条件に基づき算定しており、想定する建物の変形程度を
考慮した曲げ耐力の算定を可能にしているo











以上のように本論文は、 RC 柱・ PC 梁の終局曲げ耐力、曲げ靭性を高精度に算定する手法を提案しており、また
PC 骨組構造建物の耐震性を構造的な特徴および地震時応答量から明らかにしたもので、プレストレストコンクリー
ト構造の耐震性研究の発展に寄与するところが大き L、。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める o
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